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「災害はいつか起こる。」
日本は世界でも「地震が多い国」と認識され、台風や大雨、土砂
災害など、これまでに多くの自然災害によって大きな被害を受け
てきました。過去の災害を教訓として、皆さんはどんな防災の備
えをしていますか。

普段していないことは、いざという時にできません。日頃から災
害に関心を持ち、その対策について考え、必要なものを準備して
おくことは、自分や家族のいのちを守るためにとても重要です。

今回の特集は、一人ひとりが災害に対して備えることの重要性を
改めてお伝えするために、「防災」をテーマにしました。

これを読んだ皆さんに新しい気づきがあり、自分や大切な人たち、
そして子どもたちの未来を守るために何ができるのか、考える
きっかけとなることを願っています。

特 

集普段していないことは、
いざという時にできない。
〜「防災」はじめの一歩〜
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今後30年以内の発生確率 約70％

航空機事故で死亡 0.002

交通事故で死亡 0.2

火災で死傷 0.24

火災で罹災 1.9

交通事故で負傷 24.0

首都直下地震が発生 70.0

南海トラフ地震が発生 70.0～80.0

東海地震が発生 87.0

30年以内の発生確率の比較
災難の種類 確率（％）

3.4％

34.4％

50.9％

11.3％

　　優先して取り組む重要な事
項であり、十分に取り組んでいる
　　災害に備えることは重要だ
と思うが、日常生活の中でできる
範囲で取り組んでいる
　　災害に備えることは重要だ
と思うが、災害への備えはほとん
ど取り組んでいない
　　自分の周りでは災害の危険
性がないと考えているため、特に
取り組んでいない

15.9%

47.1%

30.2%

6.8%
　　ほぼ、確実に発生すると
思う 

　　発生する可能性は大きい
と思う

　　可能性は少ないと思う

　　可能性はほぼないと思う

知
っ
て
お
こ
う

数
字
で
見
る

災
害
時
の
現
実

首都直下地震
この表からわかることは、首都直下地震はいつ起きて

もおかしくないということ。

災害の「備え」への意識
「あなたの日常生活において、災害への備えは、どのく

らい重要なことですか」という問いに対して。

災害に対する意識
「今、あなたが住んでいる地域に、将来（今後 30 年程度）、

大地震、大水害などの大災害が発生すると思いますか」と
いう問いに対して。

大災害が発生する可能性があると考えている人

60％以上

　首都
直
下
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
今
、
私
た
ち
は
何
を
知
っ
て
お
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

防
災
や
減
災
（
災
害
時
の
被
害
を
最
小
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
）

に
関
わ
る
基
礎
知
識
を
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

出典：文部科学省地震調査研究推進本部地震調査委員会「地震の将来予
測への取組」ほか資料

出典：内閣府「日常生活における防災に関する意識や活動についての調
査結果について」（平成28年5月31日）

出典：内閣府「日常生活における防災に関する意識や活動についての調
査結果について」（平成28年5月31日）

（南関東で発生する M7 程度の地震）

災害への取り組みが足りないと感じている人

50％以上
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普段していないことは、いざという時にできない。
〜「防災」はじめの一歩〜

特 

集

自助

共助公助

自分の身を
自分で守る7

国や自治体、防災機関
などによる救助1 地域や身近にいる人

同士で助け合う2

共助がいのちを救う！
阪神・淡路大震災では 6,000 人を超える人が犠

牲に。助けられた 3 万 5,000 人のうち約 8 割が、家
族や近隣者により救助されたと言われています。

阪神・淡路大震災で生き埋めになった人
を助けたのは、近隣の住民など

約77％

出典：内閣府「平成15年版防災白書」

　　消防、警察、自衛隊
の3者により救出

　　近隣住民などによ
り救出27,100人

77％

7,900人
23％

災害時に必要な３助

　災害時、自分のいのちは自分で守る。災害が起き
たらどんな被害が生じるのかを予測する「想像力」
が必要。

出典：日本赤十字社東京都支部『東京大地震への備え』

「自助」「共助」「公助」の割合は7：2：1

被害想定
都内には、避難所 2,937 か所（協定施設等を含む）、二次避難所

（福祉避難所）1,209 か所※ 2 が確保されていますが、収容人数はあ
わせて約 328 万人。これに対して、避難者の予測は最大 720 万人。
避難所に入ることができない可能性があることから、自宅での
生活やその他の方法を想定するなどの準備が必要です。

出典：※1  避難者最大数＝防災対策推進検討会議　首都直下地震対策検討ワー
キンググループ（平成25年12月19日公表の最終報告）

 ※2  都内避難所数等＝東京都防災ホームページ（平成25年4月1日現在）

避難者は最大 約720万人※1

（断水・停電の影響を受けて発災 2 週間後）

都内救急車の運用台数
大規模災害の時には多くの重傷者が発生することが予想され

ていますが、救急車の数は限られており、あなたの元に来ること
ができないかもしれません。応急手当で悪化の防止に努めるな
ど、自助、共助による対応も重要です。

※出典：東京消防庁発表資料（平成30年1月10日）

253台※

特集の付録として、28 ページに災害時の持ち出し品・備
蓄品チェックリストを添付しました。ぜひ、ご活用ください！

付 録
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住
民
の
つ
な
が
り
と

地
域
力
で

災
害
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

「
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」が
め
ざ
す
も
の

けがをした時、自分たちで手当てできるように訓練しよう

　災害
時
に
住
民
自
身
が
い
の
ち
と
健
康
を
守
れ
る
よ
う
、
日
本
赤
十
字
社
で

は
「
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が

何
を
め
ざ
し
、
ど
ん
な
内
容
な
の
か
、
救
護
・
福
祉
部
の
白
土
直
樹
次
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

救
護
活
動
か
ら
得
た
教
訓

「
自
助
」「
共
助
」
の
重
要
性

─
─
「
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
？

　阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
、
最
近
で
は
熊
本
地
震
な
ど
に
お
い

て
、
日
赤
は
発
災
直
後
か
ら
救
護
班
を

派
遣
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
救
う

こ
と
の
で
き
た
い
の
ち
も
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
大
き
な
災
害
ほ
ど
発
生
直
後

に
亡
く
な
る
人
の
割
合
が
高
く
、
救
護

が
間
に
合
わ
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
て
き
ま
し
た
。

　一
方
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

神
戸
市
の
被
災
者
の
う
ち
８
割
以
上
は

地
元
住
民
が
救
助
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
で
も
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

（
津
波
が
起
き
た
ら
て
ん
で
ば
ら
ば
ら

に
１
人
で
も
高
台
に
逃
げ
ろ
）
の
教
え

で
避
難
訓
練
を
重
ね
て
き
た
釜
石
市
内

p12-13-tokushu_interview.indd   12 2018/06/15   11:53

特 

集
普段していないことは、いざという時にできない。
〜「防災」はじめの一歩〜

NISSEKI TOKYO13

の
小
・
中
学
生
の
生
存
率
は
99
・
８
％

で
し
た
。

　災
害
が
大
規
模
に
な
る
ほ
ど
、
外
部

か
ら
の
支
援
で
救
え
る
い
の
ち
は
少
な

く
な
り
、「
自
助
」「
共
助
」
の
力
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

被
害
を
最
小
に
す
る
た
め
に

赤
十
字
が
で
き
る
こ
と

─
─
セ
ミ
ナ
ー
で
「
自
助
」「
共
助
」

の
力
を
高
め
よ
う
と
？

　国
の
調
査
に
よ
る
と
、
多
く
の
方
々

は
、
災
害
時
の
「
自
助
」「
共
助
」
の

重
要
性
に
気
づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
か
備
え
て
い
る
か
と
い
う

と
、
行
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
実

情
で
す
。

　日
本
で
は
近
い
将
来
、
首
都
直
下
地

震
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
日
本
の

国
力
に
致
命
傷
を
与
え
る
大
災
害
で
す
。

　赤
十
字
は
「
人
道
」
を
掲
げ
、「
人

間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
た

め
、
苦
痛
の
予
防
と
軽
減
に
努
め
る
」

こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

災
害
か
ら
の
被
害
軽
減
も
私
た
ち
の
任

務
。
災
害
時
に
力
を
発
揮
す
る
「
自
助
」

「
共
助
」
の
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

な
活
動
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え
、
赤
十

字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
普
及
に
力
を
入
れ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

防
災
は
地
域
づ
く
り

住
民
の
つ
な
が
り
が
カ
ギ

─
─
セ
ミ
ナ
ー
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

習
得
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
防
災
・

減
災
に
関
す
る
知
識
や
意
識
、
技
術
の

習
得
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
災
害
発

生
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
々
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を

果
た
す
方
々
に
、
防
災
の
知
識
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
大
切
な
の
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を

通
じ
て
地
域
の
住
民
の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
自
助
」「
共

助
」
の
力
が
向
上
す
る
か
ら
で
す
。
学

ぶ
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
な
の
で
、
住
民
同

士
で
話
し
合
え
る
よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
で

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心
で
す
。

　こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
自
分
の
住
ん
で
い

る
地
域
で
開
催
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
。
普
段
顔
を
合
わ
せ
る
住
民
た
ち
で

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
の
で
す
。

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
に
は
、
地

域
づ
く
り
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
私
た

ち
は
「
防
災
」
の
視
点
か
ら
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災害図上訓練。自分の地域の特徴と防災資源を把握・理解する

日本赤十字社 事業局救護・福祉部次長

白土 直樹

赤十字防災セミナー 検索赤十字防災セミナーの詳細についてはこちら
http://www.jrc.or.jp/activity/saigai/seminar/

今回
、取
材で

お話
を聞
いた
のは
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住
民
の
つ
な
が
り
と

地
域
力
で

災
害
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

「
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」が
め
ざ
す
も
の

けがをした時、自分たちで手当てできるように訓練しよう

　災害
時
に
住
民
自
身
が
い
の
ち
と
健
康
を
守
れ
る
よ
う
、
日
本
赤
十
字
社
で

は
「
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が

何
を
め
ざ
し
、
ど
ん
な
内
容
な
の
か
、
救
護
・
福
祉
部
の
白
土
直
樹
次
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

救
護
活
動
か
ら
得
た
教
訓

「
自
助
」「
共
助
」
の
重
要
性

─
─
「
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
？

　阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
、
最
近
で
は
熊
本
地
震
な
ど
に
お
い

て
、
日
赤
は
発
災
直
後
か
ら
救
護
班
を

派
遣
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
救
う

こ
と
の
で
き
た
い
の
ち
も
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
大
き
な
災
害
ほ
ど
発
生
直
後

に
亡
く
な
る
人
の
割
合
が
高
く
、
救
護

が
間
に
合
わ
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
て
き
ま
し
た
。

　一
方
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

神
戸
市
の
被
災
者
の
う
ち
８
割
以
上
は

地
元
住
民
が
救
助
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
で
も
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

（
津
波
が
起
き
た
ら
て
ん
で
ば
ら
ば
ら

に
１
人
で
も
高
台
に
逃
げ
ろ
）
の
教
え

で
避
難
訓
練
を
重
ね
て
き
た
釜
石
市
内
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の
小
・
中
学
生
の
生
存
率
は
99
・
８
％

で
し
た
。

　災
害
が
大
規
模
に
な
る
ほ
ど
、
外
部

か
ら
の
支
援
で
救
え
る
い
の
ち
は
少
な

く
な
り
、「
自
助
」「
共
助
」
の
力
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

被
害
を
最
小
に
す
る
た
め
に

赤
十
字
が
で
き
る
こ
と

─
─
セ
ミ
ナ
ー
で
「
自
助
」「
共
助
」

の
力
を
高
め
よ
う
と
？

　国
の
調
査
に
よ
る
と
、
多
く
の
方
々

は
、
災
害
時
の
「
自
助
」「
共
助
」
の

重
要
性
に
気
づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

具
体
的
に
何
か
備
え
て
い
る
か
と
い
う

と
、
行
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
実

情
で
す
。

　日
本
で
は
近
い
将
来
、
首
都
直
下
地

震
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
日
本
の

国
力
に
致
命
傷
を
与
え
る
大
災
害
で
す
。

　赤
十
字
は
「
人
道
」
を
掲
げ
、「
人

間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
た

め
、
苦
痛
の
予
防
と
軽
減
に
努
め
る
」

こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

災
害
か
ら
の
被
害
軽
減
も
私
た
ち
の
任

務
。
災
害
時
に
力
を
発
揮
す
る
「
自
助
」

「
共
助
」
の
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

な
活
動
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え
、
赤
十

字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
普
及
に
力
を
入
れ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

防
災
は
地
域
づ
く
り

住
民
の
つ
な
が
り
が
カ
ギ

─
─
セ
ミ
ナ
ー
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

習
得
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
防
災
・

減
災
に
関
す
る
知
識
や
意
識
、
技
術
の

習
得
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
災
害
発

生
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
々
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を

果
た
す
方
々
に
、
防
災
の
知
識
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
大
切
な
の
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を

通
じ
て
地
域
の
住
民
の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
自
助
」「
共

助
」
の
力
が
向
上
す
る
か
ら
で
す
。
学

ぶ
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
な
の
で
、
住
民
同

士
で
話
し
合
え
る
よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
で

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心
で
す
。

　こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
自
分
の
住
ん
で
い

る
地
域
で
開
催
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
。
普
段
顔
を
合
わ
せ
る
住
民
た
ち
で

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
の
で
す
。

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
に
は
、
地

域
づ
く
り
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
私
た

ち
は
「
防
災
」
の
視
点
か
ら
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災害図上訓練。自分の地域の特徴と防災資源を把握・理解する

日本赤十字社 事業局救護・福祉部次長

白土 直樹

赤十字防災セミナー 検索赤十字防災セミナーの詳細についてはこちら
http://www.jrc.or.jp/activity/saigai/seminar/

今回
、取
材で

お話
を聞
いた
のは
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災害が起きた！
その時、トイレをどうする？

災害時のトイレ事情と、私たちにできること

災害時、緊急に必要なのは、寝る場所に食べ物、そしてトイレ。でも、トイレの対策や備えは意外と
後回しになりがち。いざという時のためにどう備えておけばいいのか、災害時のトイレ事情に詳しい
NPO法人日本トイレ研究所の加藤篤代表理事にお話を伺いました。

NPO法人
日本トイレ研究所

加藤 篤 代表理事
https://www.toilet.or.jp
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特 

集
普段していないことは、いざという時にできない。
〜「防災」はじめの一歩〜

水
洗
ト
イ
レ
は
「
シ
ス
テ
ム
」

特
徴
を
理
解
し
よ
う

水
洗
ト
イ
レ
は
、
給
水
・
電
気
・
排

水
・
処
理
（
下
水
道
・
浄
化
槽
等
）・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
空
間
、
こ
れ

ら
が
す
べ
て
揃
っ
て
成
り
立
つ
シ
ス
テ

ム
で
す
。
ど
れ
か
１
つ
で
も
損
な
わ
れ

る
と
機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。

普
段
は
、
ボ
タ
ン
や
レ
バ
ー
ひ
と
つ

で
う
ん
ち
や
お
し
っ
こ
を
簡
単
に
流
し

て
く
れ
ま
す
が
、
ビ
ル
や
集
合
住
宅
は

電
気
が
な
け
れ
ば
水
が
供
給
で
き
な
い

し
、
下
水
管
が
破
損
す
れ
ば
ト
イ
レ
も

排
水
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
大
地
震
な

ど
に
よ
っ
て
停
電
・
断
水
・
給
排
水
設

備
や
処
理
施
設
の
損
壊
が
起
き
る
と
、

水
洗
ト
イ
レ
は
と
た
ん
に
使
え
な
く
な

り
ま
す
。

普
段
か
ら
ト
イ
レ
の
こ
と
を

周
囲
と
話
し
て
み
よ
う
！

水
や
食
料
の
備
え
は
話
題
に
な
っ
て

も
、
ト
イ
レ
の
備
え
に
は
思
い
至
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
ト
イ
レ
や

排
泄
の
問
題
は
話
題
に
な
り
に
く
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
話
題
に
の
ぼ

ら
な
い
こ
と
は
「
備
え
」
を
考
え
る
と

き
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
日
常
的
に

ト
イ
レ
に
つ
い
て
話
し
て
お
く
こ
と
は
、

実
は
災
害
時
の
備
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
、
家
族
や
職
場
の
同
僚
と
ト
イ
レ

の
こ
と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

災
害
時
、
飲
み
水
を
ど
の
く
ら
い
備

え
て
お
け
ば
い
い
か
、
わ
か
ら
な
い
と

い
う
人
も
多
い
で
す
よ
ね
。
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。
あ
な
た
は

１
日
何
回
ト
イ
レ
に
行
き
ま
す
か
？ 

１

回
の
お
し
っ
こ
の
量
は
ど
の
位
で
す
か
？ 

備
え
る
に
は
、
ま
ず
自
分
の
排
泄
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ト
イ
レ
の
回
数
や
排
泄
量
は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
家
族
の
ト
イ
レ
の
回

数
を
知
り
、
家
族
分
の
携
帯
ト
イ
レ
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
は
災
害
時
、

「
い
の
ち
」
に
直
結
す
る

災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
は
、
２
つ
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
へ
の
被

害
。例
え
ば
、
避
難
所
の
ト
イ
レ
を
思
い

浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。狭
い
、
汚
い
、
夜

は
真
っ
暗
、寒
い
、行
列
、男
女
共
同
、和

式
…
。ひ
と
つ
で
も
「
嫌
だ
な
」
と
思
う

こ
と
が
あ
る
と
、な
る
べ
く
ト
イ
レ
に
行

か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、人
は
水
分

や
食
事
を
控
え
が
ち
に
な
り
ま
す
。被
災

者
は
、
極
度
の
緊
張
状
態
や
睡
眠
不
足
、

液状化で損壊したマンホール流せず、手も洗えないトイレ
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災害が起きた！
その時、トイレをどうする？

災害時のトイレ事情と、私たちにできること

災害時、緊急に必要なのは、寝る場所に食べ物、そしてトイレ。でも、トイレの対策や備えは意外と
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水
洗
ト
イ
レ
は
「
シ
ス
テ
ム
」

特
徴
を
理
解
し
よ
う

水
洗
ト
イ
レ
は
、
給
水
・
電
気
・
排

水
・
処
理
（
下
水
道
・
浄
化
槽
等
）・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
空
間
、
こ
れ

ら
が
す
べ
て
揃
っ
て
成
り
立
つ
シ
ス
テ

ム
で
す
。
ど
れ
か
１
つ
で
も
損
な
わ
れ

る
と
機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。

普
段
は
、
ボ
タ
ン
や
レ
バ
ー
ひ
と
つ

で
う
ん
ち
や
お
し
っ
こ
を
簡
単
に
流
し

て
く
れ
ま
す
が
、
ビ
ル
や
集
合
住
宅
は

電
気
が
な
け
れ
ば
水
が
供
給
で
き
な
い

し
、
下
水
管
が
破
損
す
れ
ば
ト
イ
レ
も

排
水
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
大
地
震
な

ど
に
よ
っ
て
停
電
・
断
水
・
給
排
水
設

備
や
処
理
施
設
の
損
壊
が
起
き
る
と
、

水
洗
ト
イ
レ
は
と
た
ん
に
使
え
な
く
な

り
ま
す
。

普
段
か
ら
ト
イ
レ
の
こ
と
を

周
囲
と
話
し
て
み
よ
う
！

水
や
食
料
の
備
え
は
話
題
に
な
っ
て

も
、
ト
イ
レ
の
備
え
に
は
思
い
至
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
ト
イ
レ
や

排
泄
の
問
題
は
話
題
に
な
り
に
く
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
話
題
に
の
ぼ

ら
な
い
こ
と
は
「
備
え
」
を
考
え
る
と

き
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
日
常
的
に

ト
イ
レ
に
つ
い
て
話
し
て
お
く
こ
と
は
、

実
は
災
害
時
の
備
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
、
家
族
や
職
場
の
同
僚
と
ト
イ
レ

の
こ
と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

災
害
時
、
飲
み
水
を
ど
の
く
ら
い
備

え
て
お
け
ば
い
い
か
、
わ
か
ら
な
い
と

い
う
人
も
多
い
で
す
よ
ね
。
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。
あ
な
た
は

１
日
何
回
ト
イ
レ
に
行
き
ま
す
か
？ 

１

回
の
お
し
っ
こ
の
量
は
ど
の
位
で
す
か
？ 

備
え
る
に
は
、
ま
ず
自
分
の
排
泄
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ト
イ
レ
の
回
数
や
排
泄
量
は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
家
族
の
ト
イ
レ
の
回

数
を
知
り
、
家
族
分
の
携
帯
ト
イ
レ
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
は
災
害
時
、

「
い
の
ち
」
に
直
結
す
る

災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
は
、
２
つ
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
へ
の
被

害
。例
え
ば
、
避
難
所
の
ト
イ
レ
を
思
い

浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。狭
い
、
汚
い
、
夜

は
真
っ
暗
、寒
い
、行
列
、男
女
共
同
、和

式
…
。ひ
と
つ
で
も
「
嫌
だ
な
」
と
思
う

こ
と
が
あ
る
と
、な
る
べ
く
ト
イ
レ
に
行

か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、人
は
水
分

や
食
事
を
控
え
が
ち
に
な
り
ま
す
。被
災

者
は
、
極
度
の
緊
張
状
態
や
睡
眠
不
足
、

液状化で損壊したマンホール流せず、手も洗えないトイレ
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精
神
的
ス
ト
レ
ス
で
弱
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
で
水
分
や
食
事
を
摂
ら

な
け
れ
ば
、
体
調
は
一
気
に
悪
化
し
ま

す
。脱
水
、低
体
温
、血
圧
上
昇
、免
疫
力

低
下
な
ど
で
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
肺

炎
な
ど
の
病
気
に
な
り
、災
害
関
連
死
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

避
難
所
で
は
「
水
分
を
摂
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
行

き
た
く
な
る
よ
う
な
ト
イ
レ
を
整
備
す

れ
ば
、
皆
、
水
分
を
摂
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
つ
目
は
、
不
衛
生
な
環
境
に
よ
る

被
害
で
す
。
普
通
の
生
活
を
し
て
い
れ

ば
感
染
し
な
い
よ
う
な
菌
や
ウ
イ
ル
ス

に
も
、
免
疫
力
が
下
が
っ
て
い
れ
ば
、

感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
も

流
れ
な
く
な
っ
て
い
て
掃
除
や
手
洗
い

も
不
十
分
な
状
態
で
す
。
こ
う
し
た
状

況
で
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
避
難
所
な
ど
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
一
気
に
感
染
が
広

が
っ
て
し
ま
う
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
は
設
備
の
問
題
と

し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
「
い

の
ち
」
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
す
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は

初
動
が
ポ
イ
ン
ト

ト
イ
レ
対
策
は
初
動
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
熊
本
地
震
後
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
発
災
後
6
時
間

以
内
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
と

回
答
し
た
人
が
73
％
で
し
た
。
こ
の
と

き
水
を
飲
ん
で
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な

い
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
で
も
６
時
間
以

内
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る
。
つ
ま

り
、
ト
イ
レ
対
策
は
ス
ピ
ー
ド
が
大
事

な
の
で
す
。

水
洗
ト
イ
レ
は
使
え
な
く
な
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
真
っ
先
に
携
帯
ト
イ

レ
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。
水
が
出
な

い
便
器
に
1
人
で
も
排
泄
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
排
泄
物
を
取
り
除
く
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
ら
、
携
帯
ト
イ
レ
を
外
せ

ば
い
い
の
で
す
。

避難生活におけるトイレに
関するアンケート

発災から
何時間でトイレに
行きたくなったか
（熊本地震）

実施主体：岡山朋子（大正大学人間学部人間環境学科）
協　　力：NPO法人日本トイレ研究所

n＝195

3時間以内
39％

6時間以内
34％

9時間以内
13％

12時間以内  6％ それ以上
8%

詰まって使用できないトイレ
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普段していないことは、いざという時にできない。
〜「防災」はじめの一歩〜

こ
れ
は
、
自
宅
で
も
オ
フ
ィ
ス
で
も

避
難
所
で
も
共
通
の
対
策
で
、
す
べ
て

の
人
が
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
携

帯
ト
イ
レ
を
ト
イ
レ
内
に
備
え
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

災
害
時
は
ト
イ
レ
を

使
い
分
け
よ
う

ト
イ
レ
の
備
え
が
な
い
と
、
自
宅
で

避
難
生
活
は
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
携
帯

ト
イ
レ
は
各
家
庭
で
最
低
で
も
１
週
間

分
、
備
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
携
帯
ト
イ
レ
は
し
尿
を
袋

に
た
め
て
お
く
も
の
な
の
で
、
使
っ
た

災害時のトイレの大切さと使い方を伝えるポスター

分
だ
け
ゴ
ミ
に
な
り
ま
す
。
携
帯
ト
イ

レ
だ
け
に
頼
る
の
に
は
無
理
が
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
、
災
害
時
に
は
、
ト
イ
レ

を
使
い
分
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
例
え
ば
、
昼
間
は
仮
設
ト
イ
レ
や

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
を
使
い
、
夜
間
、

子
ど
も
や
女
性
、
足
腰
が
悪
く
外
出
で

き
な
い
場
合
は
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
な

ど
で
す
。

ト
イ
レ
が
大
丈
夫
か
ど
う
か
で
、
災

害
時
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

ト
イ
レ
問
題
を
中
心
に
、
災
害
時
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
家
族
や
自
分
の
地
域
・
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

自分の排泄を知る

１日何回トイレに行くか、
家族みんなで調べてみま
しょう。いざという時のた
めに、携帯トイレも使って
みよう。

その1

あなたにもできる！

３つのトイレ対策

地域の防災を知る
避難所はどこにあるのか、また、
自分の住んでいる地域のトイレ
対策について調べておきましょ
う。避難所では災害用のトイレを
備えているか、そのトイレはどの
ように使うのか。知ることで、必
要な対策も見えてきます。

その3

自宅について知る

自分の家は下水道なのか浄化槽な
のか、くみ取りなのか、災害時に流
しても大丈夫なのか、確認してお
きましょう。集合住宅は電気が必
要なポンプで給水していることが
多いため、「停電＝断水」。断水した
らトイレも使えなくなります。

その2

写真提供：NPO法人日本トイレ研究所

災害時のトイレについて詳しくは下記サイトを参照↓
「災害用トイレガイド」https://www.toilet.or.jp/toilet-guide/
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、
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す
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が
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な
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ば
、
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、
水
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を
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よ
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に
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で
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で
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ょ
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。
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不
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な
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で
す
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通
の
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を
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て
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れ

ば
感
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し
な
い
よ
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な
菌
や
ウ
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ス

に
も
、
免
疫
力
が
下
が
っ
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い
れ
ば
、

感
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し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
も

流
れ
な
く
な
っ
て
い
て
掃
除
や
手
洗
い

も
不
十
分
な
状
態
で
す
。
こ
う
し
た
状

況
で
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
避
難
所
な
ど
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
一
気
に
感
染
が
広

が
っ
て
し
ま
う
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
は
設
備
の
問
題
と

し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
「
い

の
ち
」
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
す
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は

初
動
が
ポ
イ
ン
ト

ト
イ
レ
対
策
は
初
動
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
熊
本
地
震
後
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
発
災
後
6
時
間

以
内
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
と

回
答
し
た
人
が
73
％
で
し
た
。
こ
の
と

き
水
を
飲
ん
で
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な

い
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
で
も
６
時
間
以

内
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る
。
つ
ま

り
、
ト
イ
レ
対
策
は
ス
ピ
ー
ド
が
大
事

な
の
で
す
。

水
洗
ト
イ
レ
は
使
え
な
く
な
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
真
っ
先
に
携
帯
ト
イ

レ
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。
水
が
出
な

い
便
器
に
1
人
で
も
排
泄
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
排
泄
物
を
取
り
除
く
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
ら
、
携
帯
ト
イ
レ
を
外
せ

ば
い
い
の
で
す
。

避難生活におけるトイレに
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く
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が
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と
、
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も
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間
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、
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お
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い
と
こ
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し
、
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は
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を
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に
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て
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も
の
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で
、
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た
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だ
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に
な
り
ま
す
。
携
帯
ト
イ

レ
だ
け
に
頼
る
の
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、
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と
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、
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や
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、
足
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が
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く
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出
で

き
な
い
場
合
は
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帯
ト
イ
レ
を
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ど
で
す
。
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が
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丈
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か
ど
う
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で
、
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時
の
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は
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く
変
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り
ま
す
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を
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に
、
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・
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ン
な
ど
で
話
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合
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て
お
き
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。

自分の排泄を知る

１日何回トイレに行くか、
家族みんなで調べてみま
しょう。いざという時のた
めに、携帯トイレも使って
みよう。

その1

あなたにもできる！
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地域の防災を知る
避難所はどこにあるのか、また、
自分の住んでいる地域のトイレ
対策について調べておきましょ
う。避難所では災害用のトイレを
備えているか、そのトイレはどの
ように使うのか。知ることで、必
要な対策も見えてきます。

その3

自宅について知る

自分の家は下水道なのか浄化槽な
のか、くみ取りなのか、災害時に流
しても大丈夫なのか、確認してお
きましょう。集合住宅は電気が必
要なポンプで給水していることが
多いため、「停電＝断水」。断水した
らトイレも使えなくなります。

その2
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救
急
疾
患
に
関
し
て
は
専
門
性
を
問

わ
ず
全
員
で
、
迅
速
に
適
切
な
治
療
法

を
選
択
し
て
、
各
自
の
専
門
性
を
発
揮

し
な
が
ら
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
低
侵
襲
（
傷
が
小
さ
く
、

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
）
治
療
の
充
実

を
め
ざ
し
、大
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
・
早

期
胃
が
ん
に
対
し
て
、
腹
腔
鏡
下
手
術

（
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
手
術
）
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

高
い
専
門
性
と
技
術
力

大
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
は
腹
腔
鏡
補

助
下
大
腸
切
除
や
直
腸
切
除
・
切
断
術

を
は
じ
め
腹
腔
鏡
下
人
工
肛
門
造
設
術

な
ど
、
早
期
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
腹
腔

鏡
補
助
下
幽
門
側
胃
切
除
、
噴
門
側
胃

切
除
、
胃
全
摘
、
バ
イ
パ
ス
術
な
ど
、
高

い
専
門
性
と
技
術
力
に
よ
っ
て
、
安
全

か
つ
確
実
な
手
術
を
実
現
し
て
い
ま

す
。ま
た
、当
院
で
は
手
術
前
か
ら
積
極

的
な
栄
養
管
理
を
行
い
、
術
後
の
摂
食

障
害
な
ど
合
併
症
の
減
少
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
肝
胆
膵
が
ん
で
は
、
手
技

の
標
準
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
安
全
で
確

実
な
手
術
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
。

加
え
て
、
近
年
増
加
し
て
い
る
難
治

が
ん
で
あ
る
膵
が
ん
治
療
の
充
実
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
手
術
適

応
や
術
後
補
助
療
法
、
再
発
治
療
に
関

し
て
は
、
腫
瘍
内
科
医
と
キ
ャ
ン
サ
ー

ボ
ー
ド
（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
毎
週

行
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視

外
科
の
大
切
な
柱
と
し
て
、「
教
育
」

「
学
び
成
長
す
る
こ
と
」「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
臨
床
研
修
医
や
若
手
外

科
医
の
教
育
は
、
外
科
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
柱
で
す
。
魅
力
が
あ
り
満
足
度

の
高
い
外
科
教
育
施
設
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

外
科
医
自
身
が
自
分
の
仕
事
の
目
標

を
持
ち
、専
門
性
を
高
め
、腕
を
磨
き
仕

事
を
楽
し
め
る
環
境
作
り
、そ
し
て
、自

信
を
持
っ
て
患
者
さ
ん
や
連
携
医
の
皆

さ
ん
に
外
科
医
療
を
提
供
で
き
る
環
境

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
が
、
お
互
い
協
力
し
て
支
え
合
う

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、「
不
可
能
」

は「
可
能
」に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
外
科
に
皆
で
学
び
、
成
長
し
て
い
ま
す
！

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院の外科の基本方針は、救急疾患に迅速かつ適切に対応すること、
地域がん診療拠点病院として消化管・肝胆膵がん診療を充実させていくことです。

外科医療に携わる当院のスタッフたち腹腔鏡を使った手術のようす

外科部長

入江 工
Takumi Irie
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乳
房
の
痛
み
と
し
て
、
も
っ
と
も
あ

り
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
生
理

（
月
経
）
前
後
付
近
で
経
験
さ
れ
る
も

の
で
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
と
い
っ
た
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
に
伴

う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

痛
み
は
、
や
は
り
気
に
な
る
も
の
な

の
で
受
診
動
機
に
な
る
こ
と
は
多
く
、

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
状
態
に
〝
乳
腺

症
〟
と
い
う
病
名
を
当
て
て
い
ま
す
。

張
り
や
し
こ
り
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
本
質
的
に
は
病
気
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
治
療
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

が
ん
の
可
能
性
は
30
人
に
１
人

気
に
な
る
が
ん
と
の
関
係
に
つ
い
て

で
す
が
、
基
本
的
に
乳
腺
症
は
が
ん
化

し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は

乳
腺
が
比
較
的
濃
く
写
る
た
め
、
し
こ

り
が
あ
っ
て
も
わ
か
り
に
く
く
、
ま
た

乳
腺
エ
コ
ー
で
も
、
乳
腺
が
白
と
黒
の

ま
だ
ら
模
様
に
写
る
の
で
、
小
さ
な
病

変
が
あ
っ
て
も
わ
か
り
に
く
い
の
は
事

実
で
す
。

乳
房
に
痛
み
が
あ
っ
て
受
診
さ
れ
た

方
に
実
際
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
率
は

１・
５
〜
３
%
程
度
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。「
30
人
受
診
し
て
も
29
人

は
大
丈
夫
」
と
思
う
と
、
少
し
は
安
心

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
し
こ
り
が
あ
っ
て
受
診
さ
れ
た

方
と
比
べ
る
と
、
お
よ
そ
10
分
の
１
程

度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

標
準
的
治
療
を
地
元
で

大
森
赤
十
字
病
院
の
乳
腺
外
科
・
外

科
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
よ
う
と
、〝
乳
が
ん
の
標
準
的
治

療
が
地
元
で
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
こ

と
〟
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
経
過
の
中
で
時
に
は
体

調
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
も
起
き
ま
す

し
、
完
治
の
判
断
に
至
る
ま
で
は
５
年
、

10
年
と
い
う
時
間
が
必
要
な
病
気
で

す
。
そ
の
た
め
、
通
い
や
す
い
病
院
で

治
療
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
要
望
を
伺
い
な
が
ら
治
療

方
針
を
組
み
立
て
て
い
く
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。「
通
い
や
す
く
、
相
談
し

や
す
い
病
院
で
あ
り
た
い
」
と
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

乳腺外来では、「乳房に痛みがあるので、乳がんが心配」と受診される方は
意外と多いもの。今回は、乳房の痛みと乳がんについて紹介します。

JRC OMORI HOSPITAL

乳
腺
症
と
が
ん
の
関
係

乳
房
の
痛
み
は
乳
が
ん
か
？

乳腺症のエコー像エコーで描出された小さな乳がん（矢印部分、8mm）。このく
らいの病変であれば見つかりやすいが、ごく小さな病変が乳
腺症の中に紛れていると見つかりにくい

第一外科部長

中山 洋
Hiroshi Nakayama
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救
急
疾
患
に
関
し
て
は
専
門
性
を
問

わ
ず
全
員
で
、
迅
速
に
適
切
な
治
療
法

を
選
択
し
て
、
各
自
の
専
門
性
を
発
揮

し
な
が
ら
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
低
侵
襲
（
傷
が
小
さ
く
、

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
）
治
療
の
充
実

を
め
ざ
し
、大
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
・
早

期
胃
が
ん
に
対
し
て
、
腹
腔
鏡
下
手
術

（
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
手
術
）
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

高
い
専
門
性
と
技
術
力

大
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
は
腹
腔
鏡
補

助
下
大
腸
切
除
や
直
腸
切
除
・
切
断
術

を
は
じ
め
腹
腔
鏡
下
人
工
肛
門
造
設
術

な
ど
、
早
期
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
腹
腔

鏡
補
助
下
幽
門
側
胃
切
除
、
噴
門
側
胃

切
除
、
胃
全
摘
、
バ
イ
パ
ス
術
な
ど
、
高

い
専
門
性
と
技
術
力
に
よ
っ
て
、
安
全

か
つ
確
実
な
手
術
を
実
現
し
て
い
ま

す
。ま
た
、当
院
で
は
手
術
前
か
ら
積
極

的
な
栄
養
管
理
を
行
い
、
術
後
の
摂
食

障
害
な
ど
合
併
症
の
減
少
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
肝
胆
膵
が
ん
で
は
、
手
技

の
標
準
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
安
全
で
確

実
な
手
術
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
。

加
え
て
、
近
年
増
加
し
て
い
る
難
治

が
ん
で
あ
る
膵
が
ん
治
療
の
充
実
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
手
術
適

応
や
術
後
補
助
療
法
、
再
発
治
療
に
関

し
て
は
、
腫
瘍
内
科
医
と
キ
ャ
ン
サ
ー

ボ
ー
ド
（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
毎
週

行
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視

外
科
の
大
切
な
柱
と
し
て
、「
教
育
」

「
学
び
成
長
す
る
こ
と
」「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
臨
床
研
修
医
や
若
手
外

科
医
の
教
育
は
、
外
科
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
柱
で
す
。
魅
力
が
あ
り
満
足
度

の
高
い
外
科
教
育
施
設
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

外
科
医
自
身
が
自
分
の
仕
事
の
目
標

を
持
ち
、専
門
性
を
高
め
、腕
を
磨
き
仕

事
を
楽
し
め
る
環
境
作
り
、そ
し
て
、自

信
を
持
っ
て
患
者
さ
ん
や
連
携
医
の
皆

さ
ん
に
外
科
医
療
を
提
供
で
き
る
環
境

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
が
、
お
互
い
協
力
し
て
支
え
合
う

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、「
不
可
能
」

は「
可
能
」に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
外
科
に
皆
で
学
び
、
成
長
し
て
い
ま
す
！
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地域がん診療拠点病院として消化管・肝胆膵がん診療を充実させていくことです。
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乳
房
の
痛
み
と
し
て
、
も
っ
と
も
あ

り
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
生
理

（
月
経
）
前
後
付
近
で
経
験
さ
れ
る
も

の
で
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
と
い
っ
た
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
に
伴

う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

痛
み
は
、
や
は
り
気
に
な
る
も
の
な

の
で
受
診
動
機
に
な
る
こ
と
は
多
く
、

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
状
態
に
〝
乳
腺

症
〟
と
い
う
病
名
を
当
て
て
い
ま
す
。

張
り
や
し
こ
り
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
本
質
的
に
は
病
気
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
治
療
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

が
ん
の
可
能
性
は
30
人
に
１
人

気
に
な
る
が
ん
と
の
関
係
に
つ
い
て

で
す
が
、
基
本
的
に
乳
腺
症
は
が
ん
化

し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は

乳
腺
が
比
較
的
濃
く
写
る
た
め
、
し
こ

り
が
あ
っ
て
も
わ
か
り
に
く
く
、
ま
た

乳
腺
エ
コ
ー
で
も
、
乳
腺
が
白
と
黒
の

ま
だ
ら
模
様
に
写
る
の
で
、
小
さ
な
病

変
が
あ
っ
て
も
わ
か
り
に
く
い
の
は
事

実
で
す
。

乳
房
に
痛
み
が
あ
っ
て
受
診
さ
れ
た

方
に
実
際
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
率
は

１・
５
〜
３
%
程
度
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。「
30
人
受
診
し
て
も
29
人

は
大
丈
夫
」
と
思
う
と
、
少
し
は
安
心

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
し
こ
り
が
あ
っ
て
受
診
さ
れ
た

方
と
比
べ
る
と
、
お
よ
そ
10
分
の
１
程

度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

標
準
的
治
療
を
地
元
で

大
森
赤
十
字
病
院
の
乳
腺
外
科
・
外

科
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
よ
う
と
、〝
乳
が
ん
の
標
準
的
治

療
が
地
元
で
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
こ

と
〟
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
経
過
の
中
で
時
に
は
体

調
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
も
起
き
ま
す

し
、
完
治
の
判
断
に
至
る
ま
で
は
５
年
、

10
年
と
い
う
時
間
が
必
要
な
病
気
で

す
。
そ
の
た
め
、
通
い
や
す
い
病
院
で

治
療
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
要
望
を
伺
い
な
が
ら
治
療

方
針
を
組
み
立
て
て
い
く
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。「
通
い
や
す
く
、
相
談
し

や
す
い
病
院
で
あ
り
た
い
」
と
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

乳腺外来では、「乳房に痛みがあるので、乳がんが心配」と受診される方は
意外と多いもの。今回は、乳房の痛みと乳がんについて紹介します。
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乳
腺
症
と
が
ん
の
関
係

乳
房
の
痛
み
は
乳
が
ん
か
？

乳腺症のエコー像エコーで描出された小さな乳がん（矢印部分、8mm）。このく
らいの病変であれば見つかりやすいが、ごく小さな病変が乳
腺症の中に紛れていると見つかりにくい

第一外科部長
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オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
原
則
と
し

て
診
療
所
の
医
師
あ
る
い
は
助
産
師
が

分
娩
に
立
ち
会
い
、
治
療
方
針
の
決
定

も
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
分
娩

の
立
ち
会
い
や
治
療
方
針
の
決
定
を
病

院
側
が
行
う
も
の
を
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
と
い
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
妊
産
婦
さ
ん
の
利
便
性

や
快
適
性
の
た
め
に
、
地
域
の
開
業
助

産
師
た
ち
と
は
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム

で
、
個
人
診
療
所
の
医
師
た
ち
と
は
セ

ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
連

携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
産
師
や
診
療
所
と

連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト

例
え
ば
、「
分
娩
が
順
調
に
進
行
し

て
母
児
と
も
に
問
題
な
け
れ
ば
、
医
療

介
入
な
く
気
心
の
知
れ
た
助
産
師
さ
ん

に
診
て
ほ
し
い
。
で
も
、
何
か
起
き
た

ら
早
め
に
治
療
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

体
制
が
い
い
」
と
い
う
場
合
に
、
オ
ー

プ
ン
シ
ス
テ
ム
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

妊
婦
健
診
の
う
ち
の
数
回
を
当
院
で

受
診
し
て
い
た
だ
き
、
超
音
波
検
査
や

血
液
検
査
な
ど
で
異
常
が
指
摘
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
利
用
の
前
提
条
件
に
な

り
ま
す
が
、
年
間
20
〜
30
人
の
妊
産
婦

さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
当
院
で
の
分
娩
を
希
望
し
て

い
る
も
の
の
、
妊
婦
健
診
の
た
め
10
数

回
も
当
院
を
受
診
す
る
こ
と
が
難
し
い

方
は
、
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

予
定
日
ま
で
３
回
程
度
の
妊
婦
健
診

を
当
院
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
外
は
自
宅
近
く
の
個
人
診
療
所
で

妊
婦
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
分
娩
を
取
り
扱
っ

て
い
な
い
個
人
診
療
所
は
夜
間
閉
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
共
通
診
療

シ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
夜
間
に
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
た
場
合
な
ど
は
、
い
つ
で
も

当
院
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
進
化
中
！

こ
れ
か
ら
も
、
分
娩
の
安
全
性
と
妊

産
婦
さ
ん
の
快
適
性
を
保
つ
た
め
に
、

当
院
の
機
能
や
特
徴
を
生
か
し
た
診
療

シ
ス
テ
ム
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
ア
イ
デ
ア
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

安
全
で
快
適
な
お
産
を
め
ざ
し
て

産
科
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

産科のオープンシステムをご存知でしょうか？　妊婦健診は個人診療所などで受診
して、分娩は病院で行うシステムのことです。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

共通診療ファイルで緊急対応をスムーズに 情報共有で、よりよい運営をめざします

副院長

鈴木俊治
Shunji Suzuki
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３
月
27
日
か
ら
29
日
の
３

日
間
、
東
京
都
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
（
新
宿
区
若
松
町
）

で
、
日
本
ラ
ク
ロ
ス
協
会
お
よ
び

日
本
学
生
ラ
ク
ロ
ス
連
盟
東
日

本
支
部
に
よ
る
「
ラ
ク
ロ
ス
献
血

推
進
活
動
（
通
称
：
ラ
ク
ロ
ス
献

血
）」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

活
動
は
、
献
血
者
が
減
少
し
が
ち

な
春
先
に
、
ラ
ク
ロ
ス
選
手
や
関

係
者
が
、
社
会
へ
の
感
謝
を
表
す

た
め
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
に

つ
い
て
、
同
連
盟
東
日
本
支
部
の

中
村
鮎
人
広
報
委
員
長
（
国
士
舘

大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
所
属
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

昨
年
比
２
０
０
人
増
を
達
成

─
─
日
本
学
生
ラ
ク
ロ
ス
連
盟

の
主
な
活
動
は
？

　地
上
最
速
の
格
闘
球
技
で
あ

る
「
ラ
ク
ロ
ス
」
の
大
会
運
営
や

競
技
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私

が
担
当
す
る
広
報
は
、
ラ
ク
ロ

ス
を
地
域
や
大
学
で
宣
伝
す
る

こ
と
が
活
動
の
中
心
で
、
ラ
ク
ロ

ス
献
血
の
成
功
も
私
の
責
務
で

す
！

─
─
ラ
ク
ロ
ス
献
血
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
準
備
を
？

　ま
ず
、
全
加
盟
校
に
事
前
募
集

を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

各
大
学
の
主
将
に
、「
な
ぜ
献
血

が
必
要
な
の
か
」
を
周
知
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
目
標

は
「
昨
年
度
の
来
場
者
数
を
上
回

る
」で
す
。

─
─
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
度
よ

り
２
０
０
人
増
の
１
４
３
６
人

の
来
場
を
達
成
し
ま
し
た
。

　無
事
に
終
わ
っ
て
正
直
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
ラ
ク
ロ
ス
献
血

は
毎
年
取
り
組
む
恒
例
行
事
に

な
っ
て
い
て
、
選
手
や
関
係

者
た
ち
も
抵
抗
な
く
協
力

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
回
、
新
た
に

骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
会
と

登
録
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

も
っ
と
献
血
者
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
反
省
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

〝
友
人
と
一
緒
〟を

き
っ
か
け
に
献
血
し
よ
う

─
─
い
ま
、
日
本
で
は
若
年
層
の

献
血
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。　献

血
を
し
た
こ
と
が
な
い
人

は
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
の
で
は
？
　献
血
の
大
切
さ

を
知
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
中
高
生
の

頃
か
ら
献
血
の
意
識
を
学
ぶ
こ

と
も
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

─
─
同
世
代
に
向
け
て
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

　１
人
で
献
血
に
行
く
の
が
心

細
か
っ
た
ら
、
友
人
と
一
緒
に

行
っ
て
み
て
も
Ｏ
Ｋ
。
多
く
の
仲

間
の
未
来
の
た
め
に
、
み
ん
な
で

行
動
し
ま
し
ょ
う
！

東京都赤十字血液センターで「ラクロス献血」
1400人以上が来場。仲間の未来のために行動を！

終始途切れることなく来場いただきました

事前募集で多くの大学へ参加を呼びかけ 献血後の休憩時の一コマ 職員と綿密な打ち合わせを行う中村委員長

中村委員長（左）と担当職員
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オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
原
則
と
し

て
診
療
所
の
医
師
あ
る
い
は
助
産
師
が

分
娩
に
立
ち
会
い
、
治
療
方
針
の
決
定

も
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
分
娩

の
立
ち
会
い
や
治
療
方
針
の
決
定
を
病

院
側
が
行
う
も
の
を
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
と
い
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
妊
産
婦
さ
ん
の
利
便
性

や
快
適
性
の
た
め
に
、
地
域
の
開
業
助

産
師
た
ち
と
は
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム

で
、
個
人
診
療
所
の
医
師
た
ち
と
は
セ

ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
連

携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
産
師
や
診
療
所
と

連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト

例
え
ば
、「
分
娩
が
順
調
に
進
行
し

て
母
児
と
も
に
問
題
な
け
れ
ば
、
医
療

介
入
な
く
気
心
の
知
れ
た
助
産
師
さ
ん

に
診
て
ほ
し
い
。
で
も
、
何
か
起
き
た

ら
早
め
に
治
療
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

体
制
が
い
い
」
と
い
う
場
合
に
、
オ
ー

プ
ン
シ
ス
テ
ム
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

妊
婦
健
診
の
う
ち
の
数
回
を
当
院
で

受
診
し
て
い
た
だ
き
、
超
音
波
検
査
や

血
液
検
査
な
ど
で
異
常
が
指
摘
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
利
用
の
前
提
条
件
に
な

り
ま
す
が
、
年
間
20
〜
30
人
の
妊
産
婦

さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
当
院
で
の
分
娩
を
希
望
し
て

い
る
も
の
の
、
妊
婦
健
診
の
た
め
10
数

回
も
当
院
を
受
診
す
る
こ
と
が
難
し
い

方
は
、
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

予
定
日
ま
で
３
回
程
度
の
妊
婦
健
診

を
当
院
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
外
は
自
宅
近
く
の
個
人
診
療
所
で

妊
婦
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
分
娩
を
取
り
扱
っ

て
い
な
い
個
人
診
療
所
は
夜
間
閉
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
共
通
診
療

シ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
夜
間
に
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
た
場
合
な
ど
は
、
い
つ
で
も

当
院
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
進
化
中
！

こ
れ
か
ら
も
、
分
娩
の
安
全
性
と
妊

産
婦
さ
ん
の
快
適
性
を
保
つ
た
め
に
、

当
院
の
機
能
や
特
徴
を
生
か
し
た
診
療

シ
ス
テ
ム
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
ア
イ
デ
ア
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

安
全
で
快
適
な
お
産
を
め
ざ
し
て

産
科
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

産科のオープンシステムをご存知でしょうか？　妊婦健診は個人診療所などで受診
して、分娩は病院で行うシステムのことです。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

共通診療ファイルで緊急対応をスムーズに 情報共有で、よりよい運営をめざします

副院長

鈴木俊治
Shunji Suzuki
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３
月
27
日
か
ら
29
日
の
３

日
間
、
東
京
都
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
（
新
宿
区
若
松
町
）

で
、
日
本
ラ
ク
ロ
ス
協
会
お
よ
び

日
本
学
生
ラ
ク
ロ
ス
連
盟
東
日

本
支
部
に
よ
る
「
ラ
ク
ロ
ス
献
血

推
進
活
動
（
通
称
：
ラ
ク
ロ
ス
献

血
）」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

活
動
は
、
献
血
者
が
減
少
し
が
ち

な
春
先
に
、
ラ
ク
ロ
ス
選
手
や
関

係
者
が
、
社
会
へ
の
感
謝
を
表
す

た
め
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
に

つ
い
て
、
同
連
盟
東
日
本
支
部
の

中
村
鮎
人
広
報
委
員
長
（
国
士
舘

大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
所
属
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

昨
年
比
２
０
０
人
増
を
達
成

─
─
日
本
学
生
ラ
ク
ロ
ス
連
盟

の
主
な
活
動
は
？

　地
上
最
速
の
格
闘
球
技
で
あ

る
「
ラ
ク
ロ
ス
」
の
大
会
運
営
や

競
技
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私

が
担
当
す
る
広
報
は
、
ラ
ク
ロ

ス
を
地
域
や
大
学
で
宣
伝
す
る

こ
と
が
活
動
の
中
心
で
、
ラ
ク
ロ

ス
献
血
の
成
功
も
私
の
責
務
で

す
！

─
─
ラ
ク
ロ
ス
献
血
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
準
備
を
？

　ま
ず
、
全
加
盟
校
に
事
前
募
集

を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

各
大
学
の
主
将
に
、「
な
ぜ
献
血

が
必
要
な
の
か
」
を
周
知
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
目
標

は
「
昨
年
度
の
来
場
者
数
を
上
回

る
」で
す
。

─
─
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
度
よ

り
２
０
０
人
増
の
１
４
３
６
人

の
来
場
を
達
成
し
ま
し
た
。

　無
事
に
終
わ
っ
て
正
直
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
ラ
ク
ロ
ス
献
血

は
毎
年
取
り
組
む
恒
例
行
事
に

な
っ
て
い
て
、
選
手
や
関
係

者
た
ち
も
抵
抗
な
く
協
力

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
回
、
新
た
に

骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
会
と

登
録
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

も
っ
と
献
血
者
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
反
省
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

〝
友
人
と
一
緒
〟を

き
っ
か
け
に
献
血
し
よ
う

─
─
い
ま
、
日
本
で
は
若
年
層
の

献
血
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。　献

血
を
し
た
こ
と
が
な
い
人

は
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
の
で
は
？
　献
血
の
大
切
さ

を
知
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
中
高
生
の

頃
か
ら
献
血
の
意
識
を
学
ぶ
こ

と
も
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

─
─
同
世
代
に
向
け
て
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

　１
人
で
献
血
に
行
く
の
が
心

細
か
っ
た
ら
、
友
人
と
一
緒
に

行
っ
て
み
て
も
Ｏ
Ｋ
。
多
く
の
仲

間
の
未
来
の
た
め
に
、
み
ん
な
で

行
動
し
ま
し
ょ
う
！

東京都赤十字血液センターで「ラクロス献血」
1400人以上が来場。仲間の未来のために行動を！

終始途切れることなく来場いただきました

事前募集で多くの大学へ参加を呼びかけ 献血後の休憩時の一コマ 職員と綿密な打ち合わせを行う中村委員長

中村委員長（左）と担当職員
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長い難民生活を送る人 を々救いたい
〜パレスチナ赤新月社の医療支援〜

国際NEWS 2018  Summer  Vol.18

パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地

区
と
ガ
ザ
地
区
に
分
か
れ
て
お
り
、

１
９
９
４
年
以
来
「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
」

と
さ
れ
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
」
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
ガ
ザ
地
区
の
約
７
割
は
難

民
で
、
散
発
す
る
武
力
衝
突
、
検
問
所
に
よ

る
生
活
の
分
断
と
移
動
の
自
由
の
制
限
に
よ

り
、
仕
事
、
教
育
、
医
療
な
ど
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

人
々
は
国
連
や
支
援
団

体
か
ら
の
援
助
を
受
け

て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、１
９
４
８ 

年
の

第
一
次
中
東
戦
争
を
機

に
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
が

周
辺
国
に
流
入
し
た
レ

バ
ノ
ン
に
は
、
現
在 

12 

の
キ
ャ
ン
プ
に 

45 

万
人

以
上
の
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
が
住
ん
で
い
ま
す
。彼

ら
は
中
東
諸
国
の
中
で

最
も
困
難
な
生
活
条
件

に
置
か
れ
て
お
り
、
国
籍

が
な
く
市
民
権
、
財
産
権
も
奪
わ
れ
、
厳
し

い
就
労
規
制
を
課
せ
ら
れ
、
移
動
の
自
由
も

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
ベ
イ
ル
ー
ト
の

キ
ャ
ン
プ
は
と
り
わ
け
狭
く
、
水
や
電
気
な

ど
イ
ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

病
院
の
専
門
性
向
上
を
め
ざ
す

パ
レ
ス
チ
ナ
赤
新
月
社
（
パ
レ
ス
チ
ナ
の

赤
十
字
社
）
は
、
ガ
ザ
地
区
や
レ
バ
ノ
ン
に

７
つ
の
病
院
と
８
つ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
い
ま
す
が
、
医
学
教
育
制
度
が
な

く
、
特
定
の
専
門
科
の
医
師
や
看
護
師
が
い

な
い
な
ど
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
パ
レ
ス
チ
ナ
赤
新
月
社

は
日
本
赤
十
字
社
に
、
直
轄
の
病
院
の
医
療

技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
要
請
。
こ

れ
を
受
け
て
日

本
赤
十
字
社
は
、

２
０
１
８
年
４

月
か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
開
始

し
ま
し
た
。
ガ

ザ
地
区
・
レ
バ

ノ
ン
に
お
け
る

パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
の
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
改

善
す
る
こ
と
を

目
的
に
、各
地
域

に
医
師
、看
護
師

を
派
遣
し
、
救
急
医
療
や
新
生
児
集
中
治
療

室
の
医
師
お
よ
び
看
護
師
の
能
力
開
発
な
ど

の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。
現
在
、
日
本
赤

十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
の
藤
田
好
美
看
護
師

が
レ
バ
ノ
ン
で
活
動
を
始
め
、「
病
院
の
皆
さ

ん
は
強
く
優
し
く
笑
顔
が
素
敵
な
方
々
ば
か

り
。
少
し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

病院スタッフと連携を図りながら活動中の藤田看護師 藤田看護師が活動するレバノンのハイファ病院

赤十字国際ニュースのメー
ルマガジンに登録しません
か？　定期的にニュースが
お手元に届きます。登録・
閲覧はこちら↓

地中海

エジプト

ヨルダン
イ
ス
ラ
エ
ル

レ
バ
ノ
ン ゴ

ラ
ン
高
原

ヨルダン川
西岸地区

シ
リ
ア

ガザ地区

パレスチナ赤新
月社直轄病院

※ガザ地区での事業
開始は2018年秋
以降の予定

赤十字国際ニュース
（まぐまぐ）
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これまで 2 歳から 6 歳のお子さんの入所を中心として
いた当園ですが、本園施設の改築移転に伴い、平成

30 年度より就学以降のお子さんの受け入れも行うことにな
り、本格的に学童化をスタートすることとなりました。

右往左往しながらも

現在は 3 人のお子さんが小学校に通学しながら、本園で
生活をしています。小学校となると、生活リズムもかなり
変わってくるため、子ども自身も職員側も今までと違うこ
とも多く、戸惑う事がありますが、子どもたちと切磋琢磨、
時には右往左往しながら日々の生活を送っています。

写真（上）は、ある日の登校のようすです。まだ登校に慣れ
ない子もいますが、学校までの道順を確認しながら登校して
います。日を追うごとに慣れてきて、お友だちとうれしそう
にあいさつする姿も見られます。

写真（下）は、野球をするようすです。遊びのようすも幼児
とは少しずつ変わってきていて、キャッチボールやバドミン
トン、サッカーなどをして遊んでいます。

子どもたちの変化に一生懸命ついていきながら、職員自
身も楽しめたらなと思っています。

武蔵野赤十字保育園では、昨年 10 月からリクガメ 2
匹の飼育を始めました。年長クラスの子どもたちが、

週替わりで飼育当番をしています。
カメの名前は “ ひかり ” と “ るんるん ”。年長さんたちが

何日も話し合って決めました。園児たちはうれしそうに、
「“ ひかり ” は背中にダイヤの模様があって、お家が大好き。

よく寝てる。るんるんより大きい！」「“ るんるん ” は背中
に丸い模様があって、朝は寝坊助だけどよく動く。食べる
ことがだ〜い好き」と教えてくれます。

当番は小さい園児の憧れ

カメ当番のお仕事は、まずゲージの鍵を開けるところか
ら始まります。先生から鍵を渡された園児は、わくわくど
きどきしながら鍵を開けます。責任重大です。その後はゲー
ジの中の掃除、水替え、えさやりです。これらはカメ当番
の園児たちが、分担して行います。

園児たちの安全上、カメ当番をしている時だけ、カメに
直接触れることができるというお約束にしているので、4
歳児や３歳児、乳児クラスの園児からすると、うらやましく、
早く年長さんになりたくて仕方がないようです。

福祉施設NEWS 2018  Summer  Vol.18

小学生たちとの生活が
スタートしました！

リクガメがやって来た！
楽しみな「カメ当番」

野球で
遊んでいる
ところ

“ひかり”も
“るんるん”も、
たくさん食べてね

登校にも
慣れてきたよ！

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

カメ当番の仕事、
無事完了！
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長い難民生活を送る人 を々救いたい
〜パレスチナ赤新月社の医療支援〜

国際NEWS 2018  Summer  Vol.18
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岸
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９
９
４
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、
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、
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や
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を
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の
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が
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、
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これまで 2 歳から 6 歳のお子さんの入所を中心として
いた当園ですが、本園施設の改築移転に伴い、平成

30 年度より就学以降のお子さんの受け入れも行うことにな
り、本格的に学童化をスタートすることとなりました。

右往左往しながらも

現在は 3 人のお子さんが小学校に通学しながら、本園で
生活をしています。小学校となると、生活リズムもかなり
変わってくるため、子ども自身も職員側も今までと違うこ
とも多く、戸惑う事がありますが、子どもたちと切磋琢磨、
時には右往左往しながら日々の生活を送っています。

写真（上）は、ある日の登校のようすです。まだ登校に慣れ
ない子もいますが、学校までの道順を確認しながら登校して
います。日を追うごとに慣れてきて、お友だちとうれしそう
にあいさつする姿も見られます。

写真（下）は、野球をするようすです。遊びのようすも幼児
とは少しずつ変わってきていて、キャッチボールやバドミン
トン、サッカーなどをして遊んでいます。

子どもたちの変化に一生懸命ついていきながら、職員自
身も楽しめたらなと思っています。

武蔵野赤十字保育園では、昨年 10 月からリクガメ 2
匹の飼育を始めました。年長クラスの子どもたちが、

週替わりで飼育当番をしています。
カメの名前は “ ひかり ” と “ るんるん ”。年長さんたちが

何日も話し合って決めました。園児たちはうれしそうに、
「“ ひかり ” は背中にダイヤの模様があって、お家が大好き。

よく寝てる。るんるんより大きい！」「“ るんるん ” は背中
に丸い模様があって、朝は寝坊助だけどよく動く。食べる
ことがだ〜い好き」と教えてくれます。

当番は小さい園児の憧れ

カメ当番のお仕事は、まずゲージの鍵を開けるところか
ら始まります。先生から鍵を渡された園児は、わくわくど
きどきしながら鍵を開けます。責任重大です。その後はゲー
ジの中の掃除、水替え、えさやりです。これらはカメ当番
の園児たちが、分担して行います。

園児たちの安全上、カメ当番をしている時だけ、カメに
直接触れることができるというお約束にしているので、4
歳児や３歳児、乳児クラスの園児からすると、うらやましく、
早く年長さんになりたくて仕方がないようです。
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赤十字
Supporters

「
助
か
る
の
は
厳
し
い
か
も
し
れ
な

い
」と
正
直
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
約
10
分

間
、
胸
骨
圧
迫
を
続
け
ま
し
た
。
救

急
隊
の
到
着
直
前
、「
う
ー
ん
」
と
言
っ

て
男
性
は
息
を
吹
き
返
し
ま
し
た
。

顔
や
手
の
色
も
肌
色
に
戻
り
、
心
の

底
か
ら
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

人
命
救
助
を
教
え
る
立
場
の
私
で

も
、
生
身
の
人
間
に
救
命
処
置
を
ほ

ど
こ
す
の
は
初
め
て
。
と
に
か
く
必

死
で
し
た
。
赤
十
字
の
一
員
と
し
て

人
命
救
助
の
お
役
に
立
て
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

指
導
員
に
な
る
に
あ
た
り
赤
十
字

の
こ
と
も
学
び
ま
し
た
が
、「
人
道
」
っ

て
や
っ
ぱ
り
い
い
。
苦
し
ん
で
い
る

人
や
困
っ
て
い
る
人
を
分
け
隔
て
な

く
助
け
る
。
そ
こ
に
共
感
し
て
い
ま

す
。
赤
十
字
の
指
導
員
と
し
て
研
修

を
続
け
て
い
な
か
っ
た
ら
、
今
回
の

よ
う
な
時
に
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
は

持
て
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
、
受
講
生
か
ら
「
生
身
の
人

間
と
人
形
と
の
胸
骨
圧
迫
は
違
い
ま

す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
た
時
に
は
、

今
回
の
自
身
の
経
験
も
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
い
ざ
と
い
う
時
は
突

然
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に
一
歩

踏
み
出
す
勇
気
を
ど
な
た
に
も
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
赤
十
字
の
一
員
で
良
か
っ
た
」

人
命
救
助
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て

も
と
も
と
は
水
泳
の
指
導
員
。

そ
の
縁
で
10
年
ほ
ど
前
、
水

上
安
全
法
救
助
員
の
資
格
を
取
っ
た

の
が
赤
十
字
と
の
出
会
い
で
す
。
現

在
は
、
幼
児
安
全
法
と
水
上
安
全
法

の
指
導
員
と
し
て
人
命
救
助
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
が
、

実
際
に
人
命
救
助
に
関
わ
る
と
は

思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
２
月
25
日
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
公
認
水
泳
指
導
員
の
資
格
更
新

の
研
修
日
で
し
た
。
一
次
救
命
処
置

の
振
り
返
り
と
実
技
講
習
後
の
帰
宅

中
の
電
車
で
、
心
肺
停
止
で
倒
れ
た

方
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
東
武
東
上
線

池
袋
駅
で
、
大
柄
で
恰
幅
の
い
い
男

性
が
倒
れ
て
い
た
の
で
す
。
看
護
師

ら
し
い
小
柄
な
女
性
が
胸
骨
圧
迫
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
た

め
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
思
わ

ず
、「
私
、
胸
骨
圧
迫
で
き
ま
す
」
と

名
乗
り
出
て
い
ま
し
た
。

男
性
の
顔
は
灰
色
で
手
も
青
く
、

口
か
ら
は
泡
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。

髙
津
真
弓
さ
ん（
赤
十
字
幼
児
安
全
法
・
水
上
安
全
法
指
導
員
）

今回の救護活動
に対して日赤社

長表彰状を受賞

「人生は一度きりなので、興味を持っ
たことは何でもやるようにしていま
す」と語る髙津さん
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Facebookも見てね！

INFORMATION  From  Redcross  Staff

赤十字職員からNT読者の皆さんに、お役立ち情報をお伝えする「職員
通信」を始めました！　第１回は、水上安全法の推進に長年取り組んで
いる三井俊介職員がお届けします。

夏
が
本
格
化
す
る
こ
の
季
節
は
、
水
の
事

故
が
多
く
起
き
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
衣
服
を
身
に
着
け
た
状
態
で
の
事
故
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
近
年
、
小
学
校
で
着
衣

泳
と
し
て
学
ぶ
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

成
果
も
あ
っ
て
か
、
子
ど
も
の
水
死
者
・
行
方

不
明
者
の
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
の
事
故
は
子
ど
も
に
だ
け
起
こ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
お
と
な
に

多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

お
と
な
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
着
衣
浮
き
に
つ
い

て
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

水に落ちてしまった時は…
衣服と靴を味方につけて助けを待とう！
●顔は真上に向ける。空を見よう！

●両腕は頭上に伸ばした姿勢

●衣服や靴は泳ぐには邪魔者。
　しかし！ 呼吸をするため浮くには、心強い味方になる

職員
通信
Vo l .1

日本赤十字社東京都支部で長年、指導者として講習普及事業に従事。「水
の事故の犠牲者として “ おとな ” は見落とされがちですが、統計を見ても
わかる通り、決して他人事ではありません。子どもだけでなく、おとなに
も悲しい事故が起きませんように。赤十字の講習をオススメします！」

三井  俊介 みつい  しゅんすけ

今回、お届けしたのは…

1983~2016年 約30年間の水死者・行方不明者推移 

695

1360

31

769
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1983年 2016年

子ども（中学生以下）

おとな（高校卒業相当年齢以上） ※警察庁資料より

年齢層別（人数） お
と
な
も
注
意
！

不
慮
の
落
水
に
は
『
着
衣
浮
き
』

今回ご紹介する知識を動画で紹介しています
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